
№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

　　　　サ　ー　ク　ル　名　（ フリガナ ）

（ ）

6 名 内　・ 外・ 両方

32'歳（ 最高　44　歳、最低　19　歳 ） 4 回

 本テーマで　1件目  社外発表　1件目 1 時間

2024'年　　5月　～　　2024年　5月末 4 回

勤続 年

【4､職場紹介】 【5､ｻｰｸﾙﾒﾝﾊﾞｰ紹介】 【6､PM点検とは】

【2､会社紹介】 【3､ｻｰｸﾙの位置づけ】【1､ﾃｰﾏ】

【7､ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙ】 【8､QC会合】 【9､作業別工数内訳】

本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

豊橋工場　豊橋設備保全 2

ＰＭ点検工数低減活動　未然に防げ！！設備停止

トヨタ紡織精工　豊橋工場　豊橋設備保全 稲葉　光希

ﾄﾖﾀﾎﾞｳｼｮｸｾｲｺｳ　ﾄﾖﾊｼｺｳｼﾞｮｳ　ﾄﾖﾊｼｾﾂﾋﾞﾎｾﾞﾝ ｲﾅﾊﾞ　ｺｳｷ

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

一歩サークル ｲｯﾎﾟｻｰｸﾙ

2014年　4月

本 テ ー マ の 活 動 期 間

プラドシートフレーム

いなべ工場
愛知県

静岡県

三重県

岐阜県

本社
高浜工場

豊橋工場

ランドクルーザー２５０

センチュリーレクサスIS

回転盤 フロントシート バックフレーム

ロングスライドレール

・本社所在地 愛知県高浜市新田町１－１
・従業員数 １５４３人（豊橋工場１７１人）

・統合マネジメント認証取得

（ＩＳＯ１４００１ ＩＳＯ９００１ ＯＳＨＳ１８００１）

・シート機能部品等の製造

愛知県
本社 高浜
工場

2024年度豊橋工場スローガン

各務原工場

・誰もが活躍でき、
大切に想える職場

ＱＣサークル活動方針

・全社大会から社外大会へのステップアップを図る

・みんながチャレンジでき、
全員で達成感を味わえる活動のステップアップ

トヨタ紡織精工 全社合計

QCサークル４７
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ｽﾊﾟｲﾗ

完成品レーン

完成品レーン

小S/A
日野CUSH

田原BACK

田原CUSH

日野BACKﾞ

レクサスIS 前ｻﾌﾞ

レクサスIS

レクサスIS Frﾌﾚｰﾑ

レクサス IS

リアシート

ランドクルーザー２５０

リアシート

近接SW本体
干渉
焼け
弛み

干渉
焼け
弛み

結束切れ
劣化

ｹｰﾌﾞﾙ擦れ

焼け
擦れ

ｽﾑｰｽﾞに動作
ｴｱｰ漏れなし

PM活動が遅れると設備停止に繋がり
非稼働率があがってしまう!!

ﾘｰﾄﾞSW本体 配線類

ｴｱｰﾎｰｽ ｴｱｰｼﾘﾝﾀﾞｰ

PM点検…設備の故障を未然に防ぐための定期的な点検

サークルＬＥＶＥＬ
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稲葉 平賀

眞治
下山

藤嶋

取り上げた理由 取り上げた理由
1ヵ月の保全計画作業工数内訳

保全

・ライン稼働中は工程巡回
・
・ライン終了後は突発対策、依頼作業
・休日は改良、年間計画

PM点検(ﾗﾝｸﾙ)が基準工数３４０２分に対して
実施工数３５３３分と１３１分とオーバーしている。
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【20､対策立案②】 【21､対策(銅ｶﾊﾞｰ)】【19､対策立案①】

【13､作業時間計測】 【14､点検項目･ﾎﾟｲﾝﾄ】 【15､作業観察】

【16､目標値の設定】 【17､要因解析】 【18､要因検証】

【10､工程別PM工数①】 【11､工程別PM工数②】 【12､現状把握】
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ランクル２５０ 3月度PM点検工数
取り上げた理由

1工程=基準工数42分

日野CUSH工程が588分
実施工数が720分

日野CUSH PM点検工数内訳

100%

350分

(分)

48%

81%
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140分

N=720

50%

0%

S/A工程の基準工数が
6工程×42分で252分

実施工数が350分
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N=８１工程

点検項目と点検ポイント

現状把握

愚直に
頑張ろう

なるほど!!

藤嶋

１工程あたりのPM点検基準工数内訳

近接SW ９分
リードSW ９分
配線類 ８分
エアーホース ８分
エアーシリンダー ８分

合計
４２分

近接SW本体リードSW本体配線類エアーホースエアーシリンダー

稲葉

近接SW本体 ➡１1分
リードSW本体 ➡9分
配線類 ➡31分
エアーホース ➡21分
エアーシリンダー ➡6分

保全マンに点検を行ってもらい作業計測する

この２つの点検のみで基準工数を超えてしまっている

現状把握

平賀 下山 稲葉
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現状把握
点検項目と点検ﾎﾟｲﾝﾄ

点検項目 点検ﾎﾟｲﾝﾄ

5項目の点検に時間が掛かる！

実際に工程に行き
点検ポイントを確認
してみよう！！

何を（特性） いつまでに(目標）

開始

Ｒ6 5月～

終了

Ｒ6 5月末

5月末までに

基準工数内に

配線類、ｴｱｰﾎｰｽ

のｵｰﾊﾞｰしている工数を

項目ＮＯ

４

現状調査

７

８

５

６

３

要因解析

対策処置

結果の確認

評価

まとめ

担当

平賀
稲葉

下山
稲葉
眞治
稲葉

渕上
稲葉

全員

全員

＜計画＞ １ｗ ２ｗ ３ｗ

・・・計画

・・・実施

４ｗ

目標値の設定 要因解析

４M 項目 標準・基準 評価

人 点検の仕方 ﾁｪｯｸｼｰﾄにそって点検している 〇

作業熟練度 作業を理解して行っている 〇

〇

〇

〇

配線の劣化がないこと 〇

点検ﾎﾟｲﾝﾄを点検している

配線、ｴｱｰﾎｰｽの
点検に時間が掛かる

設備 治具 配線の結束切れがないこと

〇配線の擦れがないこと

ｴｱｰﾎｰｽの擦れなきこと

ｴｱｰﾎｰｽの焼けなきこと

〇方法

点検ﾎﾟｲﾝﾄ以外も点検している

点検方法

×

不備なきことﾁｪｯｸｼｰﾄ材料 〇

保全マンにヒヤリングしてみると…

要因の検証

この保護の点検が無くなれば本来の点検のみになり
工数低減できるね！！

ｽﾊﾟｯﾀで
焼損

皮の焼損
具合の
点検

皮に穴が
空くと保護
内の焼損
の可能性

稲葉 平賀

眞治
下山

藤嶋

対策の立案

稲葉

○‥３ △‥２ ×‥１

対策①

評価の結果!!

ｽﾊﾟｯﾀにも強く、耐久性に優れていて、加工しやすい
銅のｶﾊﾞｰに変更する!!

対策案 コスト 期間 効果 維持管理 評価

① 皮の更新 ○ ○ △ × 9

② ｻﾆｰﾎｰｽで保護 〇 △ × 9

③ 銅で保護 △ ○ ○ 〇 11

④ 真鍮で保護 × × ○ ○ ８

○

みんなで対策案を出し合い・・・

対策①
皮の保護から銅カバーに変更

変更

銅カバーに変わりスパッタによる焼けもない為
保護の点検が必要なくなった！！



【31､標準化】 【32､個人QCﾚﾍﾞﾙ】 【33､ｻｰｸﾙﾚﾍﾞﾙ】

【28､効果確認作業別PM工数】 【29､効果確認工程別PM工数】 【30､結果の確認】

【25､検証②】 【26､取り回し変更】 【27､取り回し変更の効果確認】

【22､銅ｶﾊﾞｰ効果確認】 【23､再対策立案①】 【24､検証①】

効果の確認①

２週間後

保護しきれていない裏側や、隙間からのスパッタ
による焼損を確認

なんて
こった

配線類 ➡30分
エアーホース ➡28分

対策前

配線類 ➡23分
エアーホース ➡21分

対策後

合計
５８分

合計
44分

日野CUSHと田原CUSHの違いを確認してみることに・・・
検証②

日野CUSHと田原CUSHで
220分も差がでている。

同じパネルS/A工程の点検工数を確認する!!

近接SW本体 ➡１2分
リードSW本体 ➡８分
配線類 ➡30分
エアーホース ➡28分
エアーシリンダー ➡５分

近接SW本体 ➡１１分
リードSW本体 ➡８分
配線類 ➡9分
エアーホース ➡8分
エアーシリンダー ➡4分

田原CUSH日野CUSH

合計 ８３分 合計 ４０分

どんだけ~

588
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日野CUSH 田原CUSH 小S/A

基準工数 実施工数(分)

N=39工程

日野CUSHと田原CUSHで治具の違いを確認する。

治具は同じだが配線、ｴｱｰﾎｰｽの取り廻しは
決まっていない為、作業者(ﾒｰｶｰ)によって

変わるんだね

検証②

田原CUSHは日野CUSHのﾘﾋﾟｰﾄ治具の為、造りはほぼ同じなのに見た目が何か違うぞ！！
配線、エアーホースの取り廻し変更

1.2mｍ

対策②

裏面はスパッタの飛散も少ないから保護も必要ない!!

取り廻し変更後の確認

効果の確認②

１週目 ２週目 ３週目

保護がなく点検がしやすくなり簡素化できた!!

近接SW本体 ➡１1分
リードSW本体 ➡9分
配線類 ➡31分
エアーホース ➡21分
エアーシリンダー ➡6分

再度保全マンに点検を行ってもらい作業計測する

ばらつきもなくなり基準工数内で点検できるようになった。

効果の確認②

平賀 下山 稲葉
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結果の確認

３月度点検工数

近接SW本体 ➡１2分
リードSW本体 ➡８分
配線類 ➡30分
エアーホース ➡28分
エアーシリンダー ➡５分

5月度点検工数

近接SW本体 ➡１２分
リードSW本体 ➡８分
配線類 ➡９分
エアーホース ➡８分
エアーシリンダー ➡５分

合計 ８３分
(分)

おめでとう

合計 ４２分

83

42

69
対策①実施

対策②実施

3月 5月4月

ありがとう

基準工数42分

目
標
達
成

下山

稲葉 藤嶋 平賀

0
1
2
3
4
5
知識

改善力

計画性積極性

協調性

稲葉

今回のQC活動を終えて・・・

稲葉
よいしょ～!!
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【34】


